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第５章　鷹
た か し ま

島神
こ う ざ き

崎遺跡の評価と課題

１．鷹島神崎遺跡の評価

鷹島神崎遺跡には、これまでの発掘調査によって、弘安の役の際の元の沈没船をはじめ

とする、各種の遺物が大量に埋蔵されていることがほぼ確実となった。これは他の遺跡に

はない鷹島神崎遺跡の特色であり、以下のように評価される。

１）蒙
もう

古
こしゅうらい

襲来の具体的様相を明らかにできる遺跡

　蒙古襲来（文永・弘安の役）は、鎌倉幕府瓦解の遠因となった日本史上の重大事件であ

る。鷹島神崎遺跡からは陶磁器類や武器・武具類、碇石や沈没した船体等が出土している。

　陶磁器類は、元軍が出航した中国江南地方で作られた粗製品が大半を占め、年代はいず

れも 13 世紀後半であり、弘安の役の際に鷹島で江南軍の船舶が多く沈没したとする史料

の記述と一致する。また、武器・武具類は『蒙
もう

古
こしゅうらい

襲来絵
えことば

詞』に描かれている元軍の装備と

類似していることが明らかになった。

　こうした調査成果により、これまで文献・絵図等によってしか知られなかった各種の

武器・武具類の実態が明らかになり、蒙古襲来の様相を具体的に検証することが可能に

なった。日本史上重大な事件を理解する上で欠くことのできない、極めて重要な遺跡である。

２）世界的にも稀有な条件を備えた日本を代表する水中遺跡

　鷹島神崎遺跡の遺物は、船舶本体や船舶の一部、武器・武具類、生活用具、装飾品等の

多種多様な遺物が一括して海底に沈み、沈んだ日時も特定できるという点で、極めて特殊

なものである。

　これらの遺物は、海底面から約１ｍのシルト層内の位置にあり、このシルト層で保護さ

れていたことから、木製品等、陸上の遺跡では通常腐食してしまう有機質遺物も含めて、

多くは形状をとどめた状態で出土した。シルト層内にはなお多くの遺物が保存されている

と予想される。まさに、蒙古襲来という歴史的事件のタイムカプセルとも言える遺跡であ

り、今後の調査研究によってさらに貴重な発見が期待できる。

　モンゴル帝国・元軍の侵攻に関連した戦場はユーラシア大陸各地に数多く存在するが、

その様相を具体的に明らかにできる遺跡は非常に少ない。戦闘の痕跡が残る遺跡でも、戦

闘の後の状況が残されていないため、鷹島神崎遺跡のように保存状態が良好な状態で「て

つはう」等の武器が出土する例はほとんど無いと言える。

　また、水中考古学の調査研究フィールドとしても、日本国内はもとより世界的にも稀有

な条件を備えている鷹島神崎遺跡は日本を代表する水中遺跡である。

３）地域の誇りであり地域活性化に寄与できる遺跡

　蒙古襲来は日本史上の一大事件として、歴史教科書に必ず掲載される歴史的出来事であ

る。その歴史舞台となった鷹島は「元
げんこう

寇の島」として、鷹島の人々に根付いていた。ま

た、鷹島海底遺跡に対する認識も高かった。このような中で、１号沈没船の発見や鷹島神

崎遺跡が海底遺跡として初の国指定史跡となったことにより、蒙古襲来の歴史やそれを象

徴する鷹島神崎遺跡・鷹島海底遺跡に対する誇りや期待は、より大きくなっている。
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水中考古学のフィールドとして鷹島神崎遺跡の比類ない価値は、松浦市や鷹島の存在を、

日本全国さらには世界に向けて発信し、日本各地、世界各地と交流し得る機会を与えた。

これまでも、蒙古襲来の歴史は鷹島モンゴル村の開設、鷹島ダムの建設、鷹島肥前大橋

の開通等の地域振興の足場となってきた。蒙古襲来に関わる鷹島神崎遺跡が国史跡の指定

を受けたことにより、こうした地域の文化遺産を教育やまちづくり、産業振興に活かし、

地域活性化につなげていくことが可能になった。

２．鷹島神崎遺跡の特殊性

鷹島神崎遺跡は、史跡指定範囲の大部分が海域にある、いわゆる水中遺跡である。水中

遺跡の史跡としては日本で初めての事例である。水中遺跡は陸上にある一般的な遺跡と全

く異なった環境にあることから、必要となる発掘調査や保存管理と整備活用を行うにあ

たっては、極めて特殊な条件があり、それも伴う課題も大きい。この史跡の場合もそのこ

とを念頭において、保存管理計画を策定する必要がある。

そもそも日本においては、水中遺跡の調査や保存・活用に関する蓄積が極めて少なく、

その取り扱いに関する基本的な考え方が確立されていない。そのため、文化庁では、水中

遺跡の調査、研究、保護及び活用に関する調査研究を進めるために、平成 25 年３月に「水

中遺跡調査検討委員会」を設置し、史跡鷹島神崎遺跡も 1つのモデルとして検討されるこ

とになっている。この検討委員会は27年度まで継続され、報告書が作成される予定である。

水中遺跡における特殊性は、発掘調査、保存処理、整備活用のそれぞれの点において、

大きな課題がある。

１）発掘調査

　発掘調査を行うには海底にあるため、潜水ができ、かつ発掘調査ができる人材を確保、

育成することが不可欠である。現在は発掘調査ができ、潜水士の資格を有する者が少ない

ため、プロの潜水士の協力を得て、調査を行っている状況である。

　また、潜水士の安全性の観点から、潜水時間は水深 20 ｍから 25 ｍで１回 30 分、１日

２回までが限界である。調査は水温や天候によっても左右されることから、調査可能な時

期と時間が限られており、安全性を考慮した長期の計画を立てる必要がある。

鷹島神崎遺跡が位置する海域は、透明度が低い上に海底に堆積したシルト層を剥ぐと、

シルトの粒子が拡散して水が濁り、さらに視界が悪くなる。これらの条件に加えて上記の

ように作業時間が限られることから、調査の効率を改善する必要がある。視界の悪さや潜

水時間の制限は、写真撮影や実測図の作成も難しくする要因である。

　上記のように海底での調査ゆえの制約や難しさから、調査に要する時間は陸上の発掘調

査のおおよそ 10 倍に及ぶ。それだけ多額の費用と時間が必要となり、調査の期間及び費

用の確保を図る必要がある。

２）遺物の保存処理

海底遺跡からは、木製品や漆製品、金属製品等、陸上では残存し難いものが数多く出土

するため、陸上の遺跡では想定できない貴重な遺物が多数含まれる。その一方で、それだ

け保存処理が必要な遺物が多く占めることになる。海底から引き揚げた遺物は脱塩処理を

行う必要があり、保存処理に必要な設備と費用、長期に及ぶ時間が必要である。
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３）整備活用

海底にあるため、陸上の遺跡のように誰でもが容易に遺跡を見学することができない。

また、建物等の遺構を復元整備して、遺跡の姿を一般にわかりやすく視覚的に見せるよう

な整備も難しい課題がある。

　遺跡に「行けない」、遺跡の姿が「見えない」という遺跡の特殊性を克服し、逆に強み

にできるような活用方策を検討する必要がある。

３．史跡の保存管理に関わる現状と課題

１）史跡指定地内

（１）史跡の現状保存

現　状

史跡内の海底地層内には、貴重な遺物が数多く埋蔵されており、現状保存のために厳密

な管理が必要である。

史跡指定地内に存在する港湾施設に対し、維持・補修のための工事が今後行われる可能

性はあるが、新規の施設の建設等は計画されていない。現在のところ、地形が改変される

ような大掛かりな工事等が実施される可能性は小さい状況である。

一方、水際での表面採集が可能な遺物については、盗掘の恐れがあるが、現状では特に

対策を講じていない。

課　題

　指定地内及び隣接地には消波ブロックや防波堤等、防災に関連する施設や、地区住民の

生活に関係の深い港湾施設が存在するため、今後も引き続き、港湾管理者や地区住民との

情報共有に配慮し、史跡の保存管理と防災や生活権との調整を図っていく必要がある。

　また、盗掘対策については、地区住民等の協力を得て、見廻りを行う等、防犯体制を整

備していく必要がある。

これらの調整や対策を進めていくためには、鷹島神崎遺跡の特色や評価について積極的

に周知し、関係者や市民の理解を得ていくことが大切である。

（２）元の１号沈没船の保存

現　状

　現在、海底で保存している船の一例として北海道

江差町で発見された開陽丸の船体は、フナクイムシ

等の生物被害を防ぐため、銅網で覆って保存してい

る。開陽丸では調査から 40 年が経過しているが、

船体には異常が見られないという。

これを参考に、現時点で最善の方策と考えられる

銅網で１号沈没船を覆って保存をしている。銅網に

よる保存状況は年２回潜水して観察・触診を行って

いる。

課　題

ユネスコの水中文化遺産の保護に関する条約は「現地保存による水中文化遺産の保護」

銅網
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を第一としており、世界的にも海底に現地保存しながら水中文化遺産を適切に保護してい

くためのモニタリングを行い、その上で調査研究や水中文化遺産保護のための啓発活動を

推進することが主流となりつつある。

１号沈没船の今後の保存についても、海底で適切に保存するために水温や溶存酸素濃度

等の環境に関する科学的なデータの採取など、モニタリングの重要性が高いと考えられる。

今後、モニタリングや保護の方法について諸外国での事例を参考に検討を行う必要がある。

（３）史跡指定地内の確認及び発掘調査

現　状

　琉球大学の池田榮史氏を研究代表者とする平成 15 年度以降の学術調査では、最新の探

査機器が投入され、観測データの３次元イメージ化やデータベース化が進められた結果、

伊万里湾の海底地形や異常反射体の抽出、１号沈没船の発見等、大きな成果が得られた。

学術調査は平成 15 年度から 19 年度、平成 18 年度から 22 年度に続き、平成 23 年度か

ら 27 年度まで実施される予定であるが、その後の調査については、現時点では未定である。

史跡指定地内の異常反射体の確認調査や、船体の一部が確認された１号沈没船の全容把握

のための発掘調査は、まだ行っていない。

課　題

　物理探査と潜水による確認調査を併用する調査手法は、水中遺跡の調査の基本モデルと

なるものであり、史跡指定地内の異常反射体の潜水による確認調査や、１号沈没船の全容

把握のための発掘調査は、史跡の保存管理上必要である。今後、松浦市が主体となって行

う必要があることから、調査方法等について関係機関と協議を進めていく必要がある。

海底遺跡の発掘調査は、海底ゆえに多くの問題点を抱えているが、鷹島神崎遺跡の持つ

海底遺跡としての価値と可能性を鑑みると、今後も総合的に調査研究を推進していくこと

が重要である。これに向けて松浦市としても充実した体制を整えていくとともに、国、県、

大学等の関係機関とより緊密な協力体制を構築していくことが必要である。

２）史跡指定地外

（１）鷹島海底遺跡の保存

現　状

　史跡鷹島神崎遺跡は鷹島海底遺跡の一部であり、蒙古襲来時の多種多様な遺物が、史跡

指定地外の鷹島海底遺跡内にも埋蔵されていることは、ほぼ確実な状況である。しかし、

確認調査が行われていないことから、遺物の分布状況には不明な点が多い。

　また、周知の埋蔵文化財包蔵地となっているが、鷹島神崎遺跡以外は史跡に指定されて

いないため、文化財保護法による現状変更の規制はかかっていない状態である。

課　題

　これまでの海底探査では、多くの異常反射体が確認されている。今後、潜水調査によっ

て遺物の確認調査を行う必要がある。

　これらの確認調査により、元の沈没船等の重要な遺物が発見された場合は、史跡範囲の

追加について検討する必要がある。

（２）環境保全

現　状
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　鷹島海底遺跡に接する海岸部には、防波堤や消波ブロックが設置されている。隣接する

陸域部は多くが農地となっているが、雑草や篠竹が繁茂する休耕地となっている箇所も目

立つ状況である。神崎港を含む海岸の東側沿岸は玄海国定公園の範囲に含まれており、一

定の規制がかけられている。

課　題

　海岸部及び隣接する陸域部については、鷹島神崎遺跡に相応しい景観づくりについて関

係者、関係機関と協議していく必要がある。また、鷹島神崎遺跡を含む鷹島海底遺跡にとっ

て非常に重要な要素である伊万里湾の景観や環境の保全については、伊万里湾に接する自

治体の枠を超えた協力が必要である。

３）出土遺物の保存と公開

（１）保存処理と保管

現　状

　鷹島神崎遺跡でこれまで出土した木製品は約 700 点あり、そのうち約 400 点の保存処理

が終了したが、３号椗
いかり

のように１点で約 15 年に及ぶ保存処理が必要な遺物もある。未処

理のもの約 200 点は、東南アジア産と考えられる木材を使用している遺物が多く、船の隔

壁板など非常に大型の遺物や鉄釘が打ち付けられている遺物もあり、保存処理上難しい問

題を抱えている。他に、金属製品についても未処理の遺物が約 400 点ある。これまでに保

存処理にかかった時間を勘案すると、現在の出土品の処理だけで数十年かかると推定され

る。

また、保存処理が終了した木製品や金属製品は温度・湿度が一定になるように、空調設

備が整った収蔵庫で保管しなければならないが、鷹島神崎遺跡の場合は、現在の鷹島埋蔵

文化財センターが建設された後に、神崎港の緊急調査で大量の遺物が出土したため、収蔵

庫内のスペースが不足している状況である。船の隔壁板等の大型木製品の保存処理につい

ても、処理後の保管の目途が立たない限りは進めることが難しい状況である。

課　題

平成 25 年５月に松浦市が琉球大学に対し、水中考古学研究室の設置の要望をしていた

が、これに応える形で琉球大学の研究施設が検討され、平成 26 年３月、琉球大学水中文

化遺産研究施設が開設された。この研究施設が設置開設されたことで、新たに保存処理機

器が設置され、保存科学の研究の進展が期待できる。琉球大学の研究施設設置を受けて、

松浦市でも、処理時間の一部短縮や直営による処理件数の増加を目指して迅速に保存処理

を進めていけるようにする必要がある。また、未整備の保存処理機器の導入等について検

討を行うとともに、保存処理後の遺物の収蔵と保管が確実に行うことができるような環境

の整備も必要である。

（２）公開・活用

現　状

松浦市では、鷹島歴史民俗資料館と鷹島埋蔵文化財センターで鷹島海底遺跡等から出土

した遺物の一部展示を行っている。しかし、鷹島歴史民俗資料館は昭和 58 年に建設され、

のべ床面積は 350 ㎡と狭小で展示の環境が整っていない。また木製品や金属製品は、展示

にあたって温度・湿度を一定に保てるような空調設備や、光線による劣化を防ぐための照
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明設備が必要となるが、これも不十分な状況である。

　鷹島埋蔵文化財センターは、平成９年に３号椗などの遺物の保存処理と調査研究をする

施設として建設しているが、現在は一角を改装して３号椗の展示を行っている。しかし、

防火区画を設けていない等、展示施設としては適当でない。

現在、鷹島海底遺跡の出土遺物を国の重要文化財に指定するための準備を進めているが、

現在の鷹島歴史民俗資料館及び鷹島埋蔵文化財センターでは、重要文化財を保管・展示す

る条件を満たしていない。

課　題

　出土遺物を保管・展示できる施設の整備が必要である。また、鷹島神崎遺跡についても、

海底にあることから、誰でも遺跡を見学することができるようにするには難しい問題を抱

えている。独自の視点や方法で鷹島神崎遺跡を見て、体感できるような、新しい発想での

展示と公開を含めた、学習する博物館等の施設整備を史跡指定地外や史跡隣接地で検討を

進めていく必要がある。

４）事業推進

現　状

　鷹島神崎遺跡の保存管理と調査研究については、松浦市教育委員会事務局文化財課が主

管となって、文化庁、琉球大学、長崎県教育庁学芸文化課、長崎県県北振興局等の関係機

関の協力のもと事業を進めている。鷹島神崎遺跡を地域振興に活かすための方策について

は、庁内に「鷹島神崎遺跡保存活用協議会」を設置し、関係各課で話し合いを行っている。

課　題

　鷹島神崎遺跡の保存と活用を円滑に進めていくためには、市民及び庁内関係各課、関係

機関との連携が不可欠であることから、今後、さらに緊密な連携が図れるよう協議会等、

協議の場の充実を図る。また、これまで出土遺物の理化学的・自然科学的な分析調査を通

じて、各分野の関連諸科学の機関や専門家の協力を仰いできたが、今後の１号沈没船の保

存と調査研究を行っていくためには、より広範な学際的・国際的な連携が重要であり、そ

れを可能とする組織・体制が必要であると考えられる。
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第６章　史跡の保存管理

１．史跡を構成する諸要素の状況

　鷹
たかしま

島神
こうざき

崎遺跡の保存管理は、遺跡の評価と課題を踏まえて、史跡を構成する諸要素の状

況を以下のように整理した。

１）本質的価値を構成する要素

　鷹島神崎遺跡の価値を将来に伝えていくために必要な、鷹島神崎遺跡の本質的価値を構

成する要素である。評価を踏まえて、以下の要素を抽出した。

（１）海底の遺物

　鷹島神崎遺跡は、蒙
もう

古
こしゅうらい

襲来の状況を残す世界にも類を見ない海底遺跡である。「元
げんこう

寇」

という戦争の状況をタイムカプセルのように伝える数々の遺物は、鷹島神崎遺跡の最大の

特色であり、個々の遺物の存在はもちろん、その全体的な位置関係も貴重である。

　中でも元の沈没船は鷹島神崎遺跡を代表し、象徴する遺物であり、現在発見されている

１号沈没船はもちろん、今後、発見される可能性がある沈没船も、史跡の本質的価値を構

成する要素に含まれる。

（２）海底の地形・地層

　海底の地形・地層は鷹島神崎遺跡の基盤を形成しているものである。平成 17 年度から

22 年度に松浦市及び琉球大学が行った海底音波探査の結果、蒙古襲来に関わる遺物と見

られる異常反射体は、埋没谷に数多く存在することが確認された。また、これらの遺物は

0.5 ｍから１ｍのシルト層に覆われており、これが遺物の保存に適した環境であることも

明らかになっている。

２）本質的価値と密接に関連する要素

　鷹島神崎遺跡の保存管理と一体的に検討されるべき、本質的価値と密接に関連する要素

である。

（１）出土遺物

　既に海底から引き揚げられた数々の遺物は、その観察・分析から、蒙古襲来当時の元軍

の状況を知る貴重な考古資料であることが分かっており、木製品、金属製品等、保存処理

や保管に注意が必要な遺物が数多く含まれている。

（２）指定地外の鷹島海底遺跡

　鷹島神崎遺跡は鷹島海底遺跡の一部であり、周知の埋蔵文化財包蔵地である鷹島海底遺

跡内にも、蒙古襲来に関する貴重な遺物が埋蔵されていることが予想される。

３）史跡の周辺環境の要素

　鷹島神崎遺跡の周辺環境は、本質的価値を構成する要素を保存する上で、保全が必要な

要素である。

（１）鷹島神崎遺跡周辺の海域環境

　鷹島神崎遺跡周辺の環境（水質、水温等）は、遺物に影響を与える可能性があることか

ら、保全の上で重要な要素であると考えられる。特に１号沈没船はシルト層から露出した
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状態で銅網を被せた後に埋め戻して現地保存している。１号沈没船は、環境の変化に影響

を受けやすいことが推測される。

（２）鷹島神崎遺跡隣接地の景観・環境

鷹島神崎遺跡の隣接地の景観や環境は、海底遺跡と一体となった歴史的環境の醸成の上

で重要な要素であると考えられる。

（３）伊万里湾の環境

蒙古襲来に関わる戦場跡は伊万里湾全体に存在することが推定されており、鷹島神崎遺

跡、鷹島海底遺跡の広がりや特質を解明していくために、伊万里湾全体の環境を保全して

いくことは重要な要素である。

４）その他の要素

　港湾施設や防波堤等、防災や生活の利便性の向上のために設置された施設で、海底遺跡

の保存に影響を与える要素である。

・防波堤、消波ブロック、荷揚場・船揚場、海底ケーブル等

２．保存管理の基本方針

ア．本質的価値を構成する要素（海底の遺物、地形・地層）については、その価値を明ら

かにするための調査研究を推進し、価値を守り将来に伝えていくための厳密な保存管

理を行うとともに、その価値を広く一般に伝え、地域のかけがえのない歴史文化遺産

として活用していく。

イ．海底に埋蔵された遺物は、船体そのもののほかに乗組員の武器・武具類、生活用具な

ど多様なものがあり、本質的価値のうちでも最も重要なものである。これらを海底か

ら引き揚げると、陶磁器以外の遺物についてはすぐに劣化してしまうことから、本格

的な保存処理を講じる必要がある。そのため、遺物の引き揚げについては慎重に判断

する。特に船体については極めて大型であり、その保存処理は特別な施設のほか予算・

期間なども膨大になるため、特段の検討を行った上でそれを判断することとする。

ウ．本質的価値と密接に関連する要素の中の出土遺物については、適切な保存処理を行い、

公開・活用していく。

エ．鷹島海底遺跡については、周知の埋蔵文化財包蔵地として適切に管理していくととも

に、重要な遺物等が発見された場合は、史跡の追加指定を検討する。

オ．周辺環境については、保全のための対策を検討していく。

カ．その他の要素（港湾施設等）に関しては、公益性や防災との調整を図りながら、本保

存管理計画の取扱方針に従って適切に管理していく。

３．保存管理の方法

１）各要素の保存管理方法

　基本方針を踏まえて、各要素を保存管理していくための方針を以下のように定めた。な

お、出土遺物に関しては、土地に付随する他の要素と保存管理の方法が異なることから、

別に項目を設けることとした。
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（１）本質的価値を構成する要素

①海底地形・地層の現状保存

海底に埋蔵されている貴重な遺物に影響を与える行為、海底の地形や地層を改変する行

為（海底の掘削、シルト層の除去等）については、本保存管理計画で定めた方針に従って

関係機関と協議を行い、できる限り現状を保存できるようにする。

②史跡内の確認調査

　鷹島神崎遺跡の保存管理のために、今後、必要な調査を関係機関の協力を得ながら進め

ていく。

海底音波探査異常反射体の確認調査

　史跡内の遺物の状況を把握するとともに、海底音波探査と水中考古学の融合による海底

遺跡調査手法の確立に向けた検討を継続させていく。また、海底音波探査で捕捉された史

跡内の異常反射体について潜水して確認調査を行い、音波探査による異常反射地点の反応

パターンを検証する。また、鷹島海底遺跡及び伊万里湾内についても、調査を継続的に実

施していけるよう検討する。

鷹島神崎遺跡の範囲確認調査

　史跡隣接地の遺物分布調査等を行い、鷹島神崎遺跡の範囲について確認していく。

③海底の遺物の保存

　史跡内の海底の遺物については、原則、現地保存を基本として保存管理を行う。ただし、

現地保存が難しい場合及び史跡の内容確認や調査研究上、特に価値が高いと認められた場

合は引き揚げを行う。遺物の中でも元の沈没船は極めて重要な遺物であるので、別途協議

する。

今後の史跡内外での確認調査の状況によっては、新たな沈没船の発見に至る可能性もあ

ることから、保存管理の基本方針に沿って適切に管理していく。

沈没船の保存

ａ．保存管理のための調査

　今後の沈没船の保存管理のために、船体の形状や状態を把握する調査を計画する。

ｂ．保存方針

現地保存しながら適切に保護していくために、モニタリングを実施し、遺跡の環境変化

と遺物の保存状態の変化について、長期的に観察していく。

現状の保存方法の効果の検証や、その他の保存方法の検討を行うために、出土した木製

品をサンプルとして海底に沈めて経過を観察する劣化実験や、船体の劣化状況を確認する

ため、必要に応じて一部をサンプリング・分析することも検討する。

モニタリングの経過を見ながら、引き揚げた方が良いと判断された場合は、引き揚げて

保存処理を行うことを検討する。引き揚げを行う場合は、引き揚げ時、引き揚げ後の保存

処理方法や条件について十分な検討する。
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（２）本質的価値と密接に関連する要素

①鷹島海底遺跡の史跡指定

今後の調査で重要性が判明した区域は、史跡の追加指定に向けて関係者・関係機関と協

議を行う。また、今後の調査や社会的状況により、周知の埋蔵文化財包蔵地である鷹島海

底遺跡の範囲拡大が必要と判断された場合は、範囲拡大に向けて関係者・関係機関と協議

を行う。

（３）周辺環境

①史跡周辺の海域環境の保全

　海底遺物の保存に影響を与える可能性がある周辺海域の環境については、今後、水質調

査を実施し保全対策を検討する。

②周辺陸域部の環境及び景観の保全

　鷹島神崎遺跡に接する海岸部や隣接する陸域部については、荒地の増加等による環境の

悪化が、海域の水質環境の悪化にもつながる恐れがあるため、篠竹や雑草繁茂地の草刈り

等の維持管理について土地所有者や関係機関と協議を行う。また、陸域部の景観保全にも

沈没船の状態を把握するための調査

・遺物の分布を把握するための調査

・各部材の形状を把握するための調査

・遺存状態（部材の強度等）を把握するための調査

人員及び事業費の確保

引き揚げ・運搬方法の検討

・最も負荷がなく、現実的に可能な方法の検討

   ( 例 ) 出土した状態のまま引き揚げるか

  　　　解体して部材ごとに引き揚げるか

保存処理方法の検討

・脱塩方法とこれに必要な施設、設備の検討

・保存処理方法とこれに必要な施設、設備の検討

公開・保管方法の検討

・公開方法とこれに必要な施設、設備の検討

・保管方法とこれに必要な施設、設備の検討

施設の整備

・引き揚げ・運搬のために必要な接岸場所、道路の検討

・保存処理と公開・保管が可能な博物館、研究施設の検討

沈没船を引き揚げる場合に必要な工程と条件
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配慮する。

③伊万里湾の環境保全

　伊万里湾環境保全対策協議会（伊万里市・唐津市・松浦市）等の関係団体に呼びかけて、

伊万里湾と蒙古襲来、海底遺跡について理解を深めてもらうため、伊万里湾の自然環境・

歴史・環境等について関係自治体と共同で取り組んでいくための環境づくりを検討する。

（４）その他の要素

　次ページ以降に定める現状変更の取扱方針と取扱基準に従って、史跡の保存に影響のな

い範囲で、海岸保全及び港湾施設の維持管理を行う。また、史跡の環境や景観に配慮した

施設のあり方について、港湾管理者、海岸管理者、法定外公共用財産管理者 ( いずれも長

崎県知事 )と協議する。
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２）地区区分

　保存管理の方針を踏まえて、史跡の保存と周辺環境や景観の保全を図るため、以下のよ

うな地区区分の設定を行い、地区ごとの保存管理方針を定めた。

地区区分と保存管理方針

区分 地　　区 地区の概要 方　　針

史
跡
指
定
地
内

保存地区１ 指定地内のうち、港湾関係の施

設・工作物が存在しない地区で

ある。海底には、なお多くの遺

物が埋蔵されていると考えら

れる。

・厳密な保存管理を行う。

・公益との適切な調整を図る。

・関係者の財産権等に関わるもの

については、関係者との調整を

図る。

保存地区２ 指定地内のうち、港湾関係の施

設・工作物が存在する地区であ

る。

・海岸保全及び港湾の維持管理と

史跡の保存管理との調整を図り

つつ、適切な維持管理に努める。

・景観の向上に努める。

・公益との適切な調整を図る。

・関係者の財産権等に関わるもの

については、関係者との調整を

図る。

史
跡
指
定
地
外

保全・活用検討地区 史跡指定地北側の斜面部であ

る。水田、畑、民家が存在する

が、耕作がほとんど行われてい

ない農地や、荒地となった農地

も多く存在する。

・史跡の保全上重要な地区である

ため、史跡に相応しい景観・環

境の保全と創出を検討する。

鷹島海底遺跡 史跡指定地以外の鷹島海底遺

跡の範囲である。今後の調査に

より、蒙古襲来関係の重要遺物

が発見される可能性が高い。

・史跡の本質的価値を保存する上

で史跡指定地内の保存管理と一

体的に検討されるべき、本質的

価値と密接に関すると認められ

た場合は、関係者、関係機関と

協議を行った上、史跡の追加指

定に向けた検討を行う。
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鷹島神崎遺跡　地区区分図

平成 18 年作成神崎港施設位置図 1/2500 と平成５年作成鷹島町全図 1/15000 を合成した図を修正・加筆　
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３）現状変更の取扱方針と取扱基準

（１）史跡指定地内

史跡指定地内（保存地区１・保存地区２）において現状変更等を行う場合は、文化庁長

官の許可（文化財保護法第 125 条）が必要となる。そのため、指定地内で予想される各種

の現状変更等の行為に対する取扱基準を定めることとした（表１）。併せて、現状変更等

に伴う許可申請区分（表２）について示した。なお、取扱方針及び取扱基準の基本原則は

以下の通りである。また、申請の窓口は松浦市教育委員会事務局文化財課とする。

取扱方針

ア．海底遺物の保存に影響を及ぼす行為は認めないものとする。

イ．海底地形の変更は原則として認めないものとする。

ウ．景観に大きく影響を及ぼす行為は認めないものとする。

エ．発掘調査は、学術上または保存管理上必要なもののみ認めるものとする。

オ．現状変更の取扱については、「港湾法」、「海岸法」、「公有水面埋立法」等の関係する

　　各種法令との調整を図るものとする。

表１　現状変更等に対する取扱基準

地区名 現状変更等に対する取扱基準 例外規定

保存地区１

・史跡の調査研究、保存活用のため

の措置以外は、原則として現状変

更を認めない。

・現存の海底ケーブルの維持管理の

ための措置（改修等）については、

史跡の保存に影響のない範囲で現

状変更を認める。

①史跡が、き損若しくは衰亡している場合

　に行う復旧・整備及び史跡の保存管理に

　必要な施設の設置等に係る現状変更は認

　めるものとする。

②公益上必要不可欠と認められる現状変更

については、設置場所、工法、形状、色

彩等可能な限り史跡に及ぼす影響を軽減

することとし、認めるものとする。

③港湾管理者及び海岸管理者が実施する通

常の維持管理行為は現状変更許可申請を

要しないものとする（通常の維持管理行

為の詳細は表２の保存に及ぼす影響が軽

微である場合とする）。

④大地震、台風等の非常災害に対する応急

的措置については、現状変更許可申請を

要しないものとする。

⑤漁業に伴う通常の行為については、史跡

に影響を及ぼす場合を除いて現状変更許

可申請を要しないものとする。

保存地区２

・現存する港湾施設・工作物の維持

管理のための措置（改修等）は、

史跡の保存に影響のない範囲で現

状変更を認める。

・港湾施設・工作物の拡幅、新設は

右の例外規定②、④に相当するも

のを除いて、原則として現状変更

を認めない。

・港湾施設・工作物の撤去について

は、現状変更を認める。

○史跡の保存活用については、鷹島神崎遺跡保存活用検討委員会（仮称）の審議を経た上

で方針を定める。
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表２　現状変更等に伴う許可申請区分

区分 行為の内容 主な参考例

許可申請が

不要

維持の措置

・史跡が、き損し、又は衰亡している場合
において、その価値に影響を及ぼすこと
なく当該史跡をその指定当時の原状（指
定後において現状変更等の許可を受けた
ものについては、当該現状変更等の後の
原状）に復するとき

・史跡が、き損し、又は衰亡している場合
において、当該き損又は衰亡の拡大を防
止するため応急の処置をするとき

・史跡の一部がき損し、又は衰亡し、且つ、
当該部分の復旧が明らかに不可能である
場合において当該部分を除去するとき

非常災害等
のために必
要な応急措
置

・現に災害が発生し、又はその発生が明ら
かに予測される急迫の事態において執ら
れる応急的措置

・事故等により緊急的対応が必要な場合に
執られる原状に復する行為

・応急的に執られる防災措置
・損壊した工作物等の除却
・漂着した船舶、工作物、油等
の除却

保存に及ぼ
す影響が軽
微である場
合

・次のいずれかに該当する維持管理行為
　①工作物等行為対象の形状、色彩等原状を
　　変えない行為
　②工作物の損壊等を復旧するまでの間に
  　応急的に行われる措置
　③海岸保全を目的とする養浜等の措置
　④人命及び船舶の航行の安全を確保す 
  るための必要最小限の工作物の設置

※ただし①・②については海面の埋立、海
底の形状の変更を伴わない行為に限る。

・海面上における小規模且つ
一時的な筏の設置

・護岸擁壁の補修
・消波施設の補修、積み直し
・海岸保全のための、砂の投入、

除却、敷均し

※ただし、松浦市教育委員会
への連絡は要す。場合に
よっては立会を行う。

松浦市教育 

委員会への 

申請許可が 

必要

軽微な現状
変更、又は
保存に重大
な影響を及
ぼさない行
為

・海面の埋立、海底の形状の変更を伴わな
い行為で、かつ次のいずれかに該当する
行為

　①短期間の仮設物の設置
　②工作物の設置、改築又は除却
　③工作物等行為対象の形状、色彩等原状
　　を変える行為
　④海岸保全以外を目的とする養浜等の措
　　置
・学術的調査研究に伴う行為、または保存

管理上必要な行為

・工事用仮設物の設置（設置
期間が３ヶ月以内のもの）

※市教育委員会と協議の上、
　工法、規模により申請不用の　
　場合もある。
・護岸擁壁の改築（既掘削の

範囲を超えないもの）
・案内板、説明板の設置

文化庁長官 

への許可申 

請が必要

重大な現状
変更、又は
保存に重大
な影響を及
ぼす行為

・次のいずれかに該当する場合
　①海面の埋立、海底の形状の変更を伴う　
　　行為
　②景観に大きな影響を及ぼす行為
　③海面上における新たな大規模な筏等の　
　　設置
　④人命及び船舶の航行の安全を確保する
 　ための必要最小限の工作物以外の設置
　⑤その他、史跡の本質的価値を構成する
　　諸要素に影響を及ぼす行為

・海底の浚渫
・護岸擁壁の新設、改築（既

掘削の範囲を超えるもの）
又は除却

・消波施設の新設、改築（増し
積みを含む）又は除却
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（２）保全・活用検討地区

　保全・活用地区については、史跡指定地外であるため、文化財保護法の規定を受けず、

現状変更に際して文化庁長官の許可を必要としないが、史跡の保全上重要な地区であるた

め、保存管理上の取扱方針を以下のように定め、関係者、関係機関と協議を行うものとす

る。

ア．史跡の景観や環境を保全する上で重要な地区であることを、土地所有者、関係者に周

　　知し、農地の維持管理（草刈り等）の対策や支援について協議を行う。

イ．関係者・関係機関と協議しながら、将来的には必要な範囲の公有地化を図り、景観復

　　元や史跡を活用するための利便施設の設置を図ることも検討する。

４．出土遺物の保存管理の方法

これまで出土した遺物の保存処理を確実に、より迅速に行うことを主目的に、保存処理

設備の拡充や保存処理を進める体制の整備について検討を進めていく。

１）保存処理設備の拡充

　保存処理をより迅速に進めるには、脱塩、薬剤含浸、乾燥と各工程で必要な機器と方法

について検討を行い、処理を確実に進めていく必要がある。

　今後、大型木製品の処理が増加することを踏まえて必要な設備・機器を拡充するととも

に、適切な保存処理方法の検討を行う。

２）保存処理を行う人員・体制の拡充

出土遺物の保存処理は、松浦市直営の処理に加えて、業者委託も行っている。遺物の理

化学的分析も含めて、関係機関との共同研究、民間の研究機関との提携により、保存処理

を適切に進めていくために必要な人員及び体制の拡充を検討する。

３）遺物の保管と展示場所の確保

　今後の保存処理を進める上で、処理が終了した木製品や金属製品を保管する収蔵庫の確

保は喫緊の課題である。

また、保存処理した遺物は空調が完備された環境の中での展示が必要であることから、

博物館機能を備えた施設の整備について検討を進める。
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表３　史跡を構成する諸要素の保存管理の概要

要　　素 保存管理の基本方針 保存管理の方法

本
質
的
価
値
を
構
成
す
る
要
素

・海底の遺物

・海底の地形・地層

その価値を明らかにする

ための調査研究を推進し、

価値を守り将来に伝えて

いくために厳密な保存管

理を行うとともに、その

価値を広く一般に伝え、

地域のかけがえのない歴

史文化遺産として活用す

る。

①海底の遺物及び海底の地形・地層はできる

限り現状を保存する。

②史跡の保存管理に必要な確認調査を進める。

③１号沈没船は現地でモニタリングを行い、

環境変化と遺物の保存状態の変化につい

　て、長期的に観察していく。

④史跡外で重要な遺物が発見された場合は、

指定範囲を拡大する。

⑤整備活用事業を推進する。

本
質
的
価
値
と
密
接
に
関
連
す
る
要
素

・出土遺物 適切な保存処理を行い、

公開・活用していく。

①保存処理設備の拡充を図る。

②保存処理を行う人員・体制の拡充を図る。

③鷹島埋蔵文化財センターの改修や、博物館

機能を備えた施設の整備を図り、遺物の保

管と展示場所の確保を行う。

・指定地以外の鷹島　

　海底遺跡

今後の調査で重要性が判

明した区域は、史跡の指

定に向けて関係者・関係

機関と協議を行う。

①史跡の追加指定

史
跡
の
周
辺
環
境
の
要
素

・鷹島神崎遺跡周辺

の海域環境

・鷹島神崎遺跡隣接

地の景観・環境

・伊万里湾の環境

保全のための対策を検討

する。

①周辺海域環境の保全

※水質調査を実施し保全対策を検討する。

②隣接地の景観・環境の保全

※篠竹や雑草繁茂地の草刈り等の維持管理に

　ついて土地所有者や関係機関と協議を行う。

※遺跡に配慮した景観整備や環境保全に努め

る。

③伊万里湾の環境保全

※伊万里湾の自然環境・歴史・環境の保全に

ついて関係自治体と共同で取り組むための

環境づくりを検討する。

そ
の
他
の
要
素

・防波堤

・消波ブロック

・荷揚場・船揚場

・海底ケーブル等

港湾としての公益性や防

災との調整を図りながら、

本保存管理計画の取扱方

針に従って適切に管理し

ていく。

①史跡の保存に影響のない範囲で港湾施設等

の維持管理を行う。

②景観の向上に努める。

③公益性及び関係者の財産権との調整を図る。
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第７章　史跡の整備活用方針

１．整備活用の基本目標

　平成 18 年度に「松浦市鷹島海底遺跡保存活用方針」で示された「水中考古学の拠点に」

を基本目標とし、「遺跡の価値を理解し、守ります」、「遺跡を究め、伝えます」、「遺跡の

価値を活かし、招きます」の行動計画に基づき、鷹
たかしま

島神
こうざき

崎遺跡の調査研究を継続し、その

成果を公開していくことにより、水中考古学の重要性と鷹島の魅力を世界へ発信していく

ことを目指す。また、これをまちづくりや交流事業等に活かし松浦市の地域振興、地域活

性化へとつなげていく。

２．整備活用の基本方針

　鷹島神崎遺跡の整備活用は、基本目標に基づき、調査研究の成果を発信しながら、鷹島

神崎遺跡の蒙
もう

古
こしゅうらい

襲来時の状況を一般市民に分かりやすく伝えるために、蒙古襲来と鷹島神

崎遺跡を象徴する遺物である元の沈没船を素材として、元
げんこう

寇船の復元をテーマとした調査

研究、出土遺物や映像ソフトによる展示解説、調査成果を発信するシンポジウム等の各種

活用事業を展開していく。

また、「鷹島海底遺跡活用プロジェクト（仮称）」を立ち上げ、鷹島海底遺跡の調査やイ

ベント等様々な活動に、一般市民から国内外の研究者まで幅広い年代層の人々が参加する

ことで、鷹島を「水中考古学の拠点」としていくことを目指す。

３．整備活用の課題

現在は、これまでの調査で海底から引き揚げた大型の木製品等について、本格的に保存

処理を行うための施設及び公開活用できる施設が充分でないため、博物館機能を備えた施

設の整備が必要である。

　また、基本方針で掲げた活用事業を展開していくためには、教育委員会の枠に留まらな

い、関係各課や関係機関との連携、市民の理解促進が必要である。

　さらに、基本目標に向かって鷹島を「水中考古学の拠点」としていくためには、広範な

調査研究を継続的に行っていくために必要な水中考古学専門機関の設置や、組織体制整備、

活用事業及び人材の確保などが必要となる。また、これを実現するために事業費の確保も

不可欠である。
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鷹島海底遺跡活用プロジェクト（仮称）（例）

　　　　　　　

○沈没船のモニタリングと活用

・ライブカメラによる映像のＨＰ等での公開

・モニタリングと合わせた沈没船の見学会

・モニタリングを素材とした体験学習

○出土遺物の保存処理と活用

・保存処理の仕組み等を知り体験する体験学習

○史跡の周辺環境や景観の保全と整備

・蒙古襲来時の様子を体感できる環境や景観

　の保全、整備

○調査成果に基づく解説ツール（パンフレット、

モバイル等）の制作

○元寇船の復元と活用

・調査成果に基づく元寇船の推定復元模型や映

像ソフト、復元ＣＧの制作

・元寇船の復元

○各種ソフト事業の展開

・体験学習

・観光ネットワークの構築

・物産開発

・国際交流

・各種のイベント

○博物館機能を備えた施設の整備

・水中考古学専門研究機関の設置

・元寇船の展示公開

○鷹島海底遺跡の調査と調査成果の発信

・調査成果に基づくシンポジウム等の開催

○元寇船復元のための調査研究の推進

・元寇船復元のための学際的・国際的な共同調査、

　共同研究

鷹島を

水中考古学の

拠点に

遺跡の価値を理解し、 守ります

遺跡を究め、 伝えます

遺跡の価値を活かし、 招きます



109

第７章　史跡の整備活用方針

４．整備活用事業の進め方

史跡の整備活用に関連する方針については、今後設置する鷹島神崎遺跡保存活用検討委

員会（仮称）に諮り、具体的な整備方針を検討して、「鷹島神崎遺跡整備活用基本計画（仮

称）」を策定していく。

　地域振興につながるソフト事業（物産開発、イベント、国際交流事業、体験学習等）に

ついては、庁内の関係部署で組織する「鷹島神崎遺跡保存活用協議会」に関係団体を加え

た「鷹島海底遺跡活用プロジェクトチーム（仮称）」を組織し、事業の推進が図られるよ

う進めていく。

　事業については、短期、中期、長期の目標を下記のように定めて推進していく。具体的

な事業計画については、今後定める「鷹島神崎遺跡整備活用基本計画（仮称）」において

検討していく。

１）短　期（目標　５年以内）

　「鷹島海底遺跡活用プロジェクト（仮称）」を立ち上げ、まずは現在発掘調査で発見され

た遺物等を素材に、史跡の価値を広く伝えていくため情報発信等のソフト事業に取り組む

とともに、出土遺物の展示公開ができる施設の拡充などの保存・活用の基盤となるハード

事業に取り組む。また、博物館機能を備えた施設の情報収集に努め、整備に向けた準備を

進める。現時点で可能な活用事業を展開し、水中考古学の拠点に向けての基盤整備をする。

２）中　期（目標　10 年程度）

　博物館機能を備えた施設の整備を行い、出土遺物や映像、元寇船の大型推定復元模型等

を用いて、蒙古襲来の状況や元寇船の構造、調査研究の成果や保存処理の状況等を活用し

て、より視覚的に示せるようにする。また、史跡の海岸部や隣接する陸域部一帯の景観の

環境整備を行い、蒙古襲来時の様子が体感できるような工夫を施す。以上のような整備に

取り組むことにより、水中考古学の拠点に向けての環境整備をする。

３）長　期（目標　10 年以上）

　鷹島神崎遺跡のこれまでの調査研究成果に基づき、元寇船を原寸大で復元して公開する。

復元の素材とする沈没船は、短期から長期にわたる調査の中で発見されたもののうち、わ

が国にとって歴史上・学術上価値が極めて高く、引き揚げる環境が整ったと判断され、か

つ、日本の水中文化遺産や水中考古学の存在を、国内外に発信するためのシンボルとなり

得ると判断された場合に引き揚げる。引き揚げた沈没船は保存処理を行い、復元模型とと

もに展示公開する。

　これを可能にするためには、大々的な保存処理や公開が可能な施設整備と、国際協力を

含めた広範な調査研究が必要であると考えられることから、調査研究、展示解説、体験学

習等を行うことができる総合的な水中考古学の専門研究機関を設置し、世界に誇れる水中

考古学の拠点となることを目指していく。



110

第７章　史跡の整備活用方針

整備活用事業の進め方

		  短　期 中　期 長　期

目　　標 水中考古学の拠点に向けて

の基盤整備

水中考古学の拠点に向

けての環境整備

水中考古学の拠点

遺跡の価値を理

解し、守ります

・鷹島埋蔵文化財センター、

保存処理設備の拡充

・遺跡に相応しい海岸や

陸域部の環境整備

遺跡を究め、伝

えます

・史跡指定地内外の確認調

査

・１号沈没船の確認調査

遺跡の価値を活

かし、招きます

・沈没船の推定復元ＣＧ等　

の制作と公開

・解説ツールの制作

・ガイダンス施設の整備

・文化財ガイドの育成

・鷹島島内、市内観光ネッ

トワークの構築

・博物館機能を備えた

（拠点）施設の整備

・伊万里湾沿岸地域との

観光ネットワークの構

築

・水中考古学専門機関の設　

置

・元寇船の復元・公開

出土遺物の保存処理と公開・活用

（ライブカメラによる公開、モニタリングと併せた見学会等）

沈没船のモニタリングと公開・活用

鷹島海底遺跡全体の遺物等の確認調査

元寇船復元に向けた調査研究と調査研究成果の発信、活用

（国際共同調査・共同研究、シンポジウム等の開催、関連書籍の出版等）

（体験学習、観光及び物産開発、国際交流、イベント等）

元寇船をテーマにした各種ソフト事業の展開
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第８章　管理体制と今後の取り組み　　　　

１．管理体制

国史跡鷹
たかしまこうざき

島神崎遺跡の管理は、史跡としての価値を維持するため、指定地の海域と周辺

の自然環境とともに、保存活用を行っていく上で基礎となるものである。

平成25年３月15日に松浦市が文化財保護法に基づき管理団体として指定を受けており、

史跡指定地内の文化財保護法に基づく申請の窓口は、松浦市教育委員会事務局文化財課で

受け付けることになる。

史跡を維持管理していくための管理体制は、史跡指定地及び周辺で本市または事業者等

が行う各種事業に対して、史跡の保護への理解を求めるとともに、指定地内で行われる現

状変更等については、取扱方針及び取扱基準に基づき進めていく。それと同時に史跡の価

値が失われないように行政内部の関係機関との連絡調整を図るとともに、上位官庁との調

整・協議を行う必要がある。

また、官民協働で取り組むことが重要であることから、行政と市民の協働による保存管

理体制の構築を図る必要がある。新たに「鷹島神崎遺跡保存管理運営協議会（仮称）」の

設立に向けて取り組んでいく。

１）行政の体制整備

  松浦市は鷹島神崎遺跡の管理団体に指定されていることから、庁内を横断した組織を形

成することで管理団体としての体制を強化し、共通認識を持つことで保存管理及び保存活

用を図っていく必要がある。このため、管理体制及び保存活用体制について下記のように

まとめた。

今後の整備活用を推進していくためには、国である文化庁、長崎県教育委員会との連携

が必要不可欠である。また、鷹島神崎遺跡の海域は、港湾管理者及び海岸管理者並びに法

定外公共用財産管理者が設定されているため、長崎県土木部とも連携を図っていく。

市役所各課との連携内容

まちづくり推進課・・・総合計画、普及啓発における情報発信等

観光物産課・・・・・・イベントの連携等

都市計画課・・・・・・景観まちづくり計画等

水産課・・・・・・・・港湾の管理・海岸保全等

建設課・・・・・・・・道路や橋梁の管理等

農林課・・・・・・・・農地法関連手続き等
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　　  　     文化庁文化財部　　　　　　　　　 　　長崎県・長崎県教育委員会

　　　     　　記念物課　　　　　　　　　　　　　　　 　　　学芸文化課

　　　　　　　　　　　　　　　　　　松浦市

　都市計画課　　　　　　  　　 松浦市教育委員会　　　　　　　　　観光物産課

　　　　　　　　　　　　　　　     文化財課

　水　産　課　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 農  林  課

                        

  建　設　課  　　　　　　　　　　生涯学習課

　　　　　　　　　　　　　　　　　学校教育課

　　　　　　　　　　　　　　　　　教育総務課

　　　　　　　　　　　　

　                        　 　まちづくり推進課

　　　　　　　　　　　　 　　管理体制のイメージ図

　

２）関係機関との連携

鷹島神崎遺跡を含む鷹島海底遺跡は、遺跡範囲が広大である。これまで松浦市及び長崎

県並びに琉球大学において学術調査・緊急調査・確認調査・目視調査が実施されてきた経

緯があることから、それぞれが遺跡に関する情報を共有し、保存管理の基本方針に基づい

た対応を行うなど、関係機関との連携を進めていく。

３）地域との連携

　史跡指定の海域では、神崎港で船舶の使用が行われており、周辺では漁協組合員による

養殖業が営まれている。これらは市民の生活と密着していることから、市民に対して史跡

の内容と保存管理計画の趣旨について周知し、理解と協力を得るように進めていく。また、

地元住民との連携は必要不可欠であることから、各種団体と連携及び協働して史跡を守る

体制の整備を進めていくために、新たな組織として「鷹島神崎遺跡保存管理運営協議会（仮

称）」を立ち上げていく。

２．今後の取り組み

鷹島神崎遺跡は、わが国の水中考古学及び保存科学の発展に寄与できる遺跡、世界をリ

ードする情報を発信できる遺跡、地域の活性化に寄与できる遺跡である。鷹島神崎遺跡を

中心として、鷹島を水中考古学の拠点として推進していくため、国内の大学や博物館など

の調査研究機関及び諸外国の研究機関と連携を図り、調査研究を継続していくための体制
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づくりを構築する。

また、鷹島神崎遺跡の保護を将来へつなげていくためには、市民の理解を得るとともに

ボランティアガイドの育成や史跡内の盗掘を防ぐための対策を進めていく必要がある。

さらに、鷹島神崎遺跡の調査研究と管理体制及びその拠点となる博物館機能を備えた施

設の整備に向けて取り組んでいく。

１）確認調査の継続と追加指定の推進

　本市では、鷹島神崎遺跡内での海底探査の成果を活用した海底音波探査異常反射体の確

認調査を継続的に実施していく。長崎県では、鷹島海底遺跡内の分布調査が計画されてお

り、琉球大学では、水中考古学手法による沈没船の学術調査が行われている。それぞれが

目的を持って継続して発掘調査を行い、その情報を共有し、新たな元の沈没船の発見や遺

物の集積する地点等を含めて追加指定や保護すべき範囲について検討を進めていく。

２）松浦市の体制の充実

　鷹島神崎遺跡の管理団体である松浦市として、史跡の全容解明のための継続した確認調

査と１号沈没船の実態解明のために、調査体制の充実を図る必要がある。そのために、考

古学の知識を有しかつ潜水して調査ができる人材の確保及び育成を図る。また、今後の保

存処理を関係機関との連携により共同研究を進めていくためには、保存処理に伴う体制と

施設の充実を図る。

３）保存・展示公開する施設としての博物館機能を備えた施設の整備

鷹島をわが国の水中考古学の拠点とするため、最先端の水中考古学に関する情報発信の

拠点として、鷹島神崎遺跡を最大限に活用した博物館機能を備えた施設の整備に向けて取

り組んでいく。さらに、地域振興や観光資源につながる水中遺跡の調査研究を含む水中考

古学の専門機関の設置に向けた取り組みを進めていく。

４）調査研究の継続

鷹島神崎遺跡は、蒙
もうこしゅうらい

古襲来の具体的様相を明らかにし、極めて重要な歴史的価値を有し

ている。今後も調査研究を継続していくためには、大学や博物館等の研究機関との連携は

重要であり、蒙古襲来のさらなる実態解明に取り組んでいく。

そのために、鷹島神崎遺跡保存活用検討委員会（仮称）を設置し、策定した鷹島神崎遺

跡保存管理計画書に沿った指導・助言を得て進めていく必要がある。また、まだ多くの保

存処理を必要とする遺物があることから鷹島埋蔵文化財センターの保存処理機器を活用し

て直営での保存処理を計画的に進めていくとともに、新たな保存処理方法の開発研究にも

取り組んでいく。

鷹島神崎遺跡から出土した武器・武具類は、『蒙
もうこしゅうらいえことば

古襲来絵詞』に描かれている「てつは

う」をはじめ、元軍の装備と類似していることから、弘安の役で沈没した元軍の船に積載

されていたことが確実である。これらの鉄製品を中心とする遺物を研究していくためには、

研究機関との連携は不可欠である。さらに、国内での類似品の調査と、中華人民共和国・

大韓民国・モンゴルとの研究協力を進めていく。また、 ｢ ユネスコの水中文化遺産の保護

に関する条約」を批准している国々では、沈没船等の保存公開の事例を有していることか

ら情報の収集に努めるとともに、海底での保存公開のあり方について調査研究を進めてい

く。



114

第８章　管理体制と今後の取り組み

５）普及啓発活動

本市では、わが国の水中考古学の発展と振興に寄与していくため、地域の資源として鷹

島神崎遺跡が持つ様々な情報を全世界に向けて市のホームページ等を活用して発信してい

く。鷹島歴史民俗資料館の集客に繋がるように市民・県民・国民への周知と広報に努める

とともに、展示資料の紹介にも取り組んでいく。さらに、将来の松浦市を担う子どもたち

に鷹島神崎遺跡を郷土学習の生きた教材として活用し、身近にある史跡としてともに歴史

を学ぶ機会を設けて、郷土愛を高める事業に取り組んでいく。

また、小・中学校の社会や歴史の教科書等には、蒙古襲来・モンゴル襲来・元
げんこう

寇・文永

の役・弘安の役の名称で掲載され、その歴史が記述されている。この歴史上の大事件の舞

台となった松浦市鷹島を教科書に掲載できるように働きかけを行っていく。

６）関連部署等との連携

鷹島神崎遺跡の保存活用については、各課関連事業等の連絡、調整等に関する協議を行

う組織として関係部署で構成する「鷹島神崎遺跡保存活用協議会」を設置している。この

組織を活用して、遺跡の価値及び重要性を理解できるような新たなイベント事業等に取り

組んでいく。また、島内の「モンゴル村」や「道の駅　鷹ら島」の施設と連携した「教育

活動」、「国際交流」、「観光物産開発」に関する事業等について調査研究を進めていく。

鷹島神崎遺跡は、蒙古襲来という日本史上重大な事件を理解する上で欠くことのできな

い極めて重要な遺跡である。この蒙古襲来に関する史跡等は、長崎県対馬市・壱岐市、福

岡県福岡市等でも国史跡や市史跡に指定して保護されている。将来的には行政間で連携し

た事業等の研究を進めていく。

７）盗掘対策について

史跡指定地内及び鷹島海底遺跡内での盗掘を防ぐためには、防犯体制の整備を図る必要

がある。その一環として長崎県文化財保護指導委員等の公的機関・鷹島区長会・神崎地区・

新松浦漁業協同組合・ボランティア団体等の協力を得て、新たな組織「鷹島神崎遺跡保存

管理運営協議会（仮称）」を設置して、見廻りを定期的に行い、盗掘防止に取り組んでいく。

また、史跡の監視のための定点カメラ等の設置を検討する。

８）重要文化財の指定

　鷹島神崎遺跡を含む鷹島海底遺跡からは、4,000 点以上の遺物が出土している。これら

の遺物は、考古学のみならず東アジア史・美術史・造船史・軍事史といった多方面の研究

資料となりうることから、国の重要文化財として指定が受けられるように取り組んでいく。

９）新たな課題

史跡の保存のための史跡等の土地買上げ等に要する経費については、国の補助制度があ

る。一方、海底遺跡の場合は、漁業権など陸上の遺跡では想定できない事象があり、海底

遺跡ならではの特殊性があることから、新たな支援の必要性を国に訴えていく。
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　　　　　　　　　  　鷹島神崎遺跡保存管理運営協議会（仮称）

　　　　　　　　　　　　　　

  　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　  　　　 松浦市　　　       協働・連携　　 　  市民　　　　　　　

    　　　　　 　教育委員会　　　　　　　　　　　　　  ・地元住民

　　　　　　　　 文化財課　　　　　　　　　　　　　　  ・各種団体

                　　          　　史跡の維持管理

　　　　　　　　　　　　　　　　　盗掘対策・見廻り　　　　　　　　

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

    　　

　　　　　　

 松浦市教育委員会

　　　　　　　　　 　　　文化財課

　　                   　　  　　　 ・現状変更に基づく調整・協議  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　

 　     　　　　　　  長崎県・長崎県教育委員会学芸文化課

                     　

　　　　　　　　　　　           　 ・現状変更に基づく調整・協議

　　　           　　　  　　　　　 ・許可申請

  　  文化庁

　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　現状変更等に伴う許可申請　　　　　　　　　　　　　　　

鷹島神崎遺跡保存活用協議会（庁内組織）　　　

　　　　　　　 まちづくり推進課・観光物産課・都市計画課・水産課・建設課　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　 商工課・総務課・鷹島支所・学校教育課・文化財課で組織

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成 24 年３月５日設置    

                ・関連事業等の連絡・調整

                ・イベント事業の立案・計画等

              鷹島海底遺跡活用プロジェクトチーム（仮称）

               鷹島神崎遺跡保存活用協議会とまつうら観光物産協会で組織

                ・ソフト事業・ハード事業の立案・計画等

　　　　　　　　　　　　　

　保存活用体制のイメージ図 
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史跡鷹島神崎遺跡に関する今後の取り組み（例）

市文化財課・・○史跡の法的処置

　　　　　　　　・現状変更許可に関する事務

　　　　　　　○史跡内の調査

　　　　　　　　・１号沈没船のモニタリング

　　　　　　　　・確認調査の計画と実施

　　　　　　　○史跡外の調査

　　　　　　　　・確認調査の計画と実施

　　　　　　　○普及啓発活動

　　　　　　　　・情報の発信

　　　　　　　○史跡の整備活用事業

 ・鷹島神崎遺跡保存活用検討委員会（仮称）の設置

　　　　　　　　・整備活用計画の策定

　　　　　　　　・短期・中期・長期目標の推進

行　政・・・・○鷹島神崎遺跡保存活用協議会（松浦市庁内組織）平成 24 年３月５日設置

まちづくり推進課・観光物産課・都市計画課・水産課・建設課・商工課・

総務課・鷹島支所・学校教育課・文化財課　　　

 ・関連事業等の連絡・調整

 ・イベント事業の立案・計画等

              

　　　　　　　

史跡の整備活用体制の組織図
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　　　　　　　○史跡の法的処理

 ・現状変更許可事務

 ・県港湾課

 ・県北振興局と県学芸文化課並びに松浦市教育委員会との協議・調整

 ・文化庁との協議

 ・国土交通省との協議

行政と民間・・○鷹島海底遺跡活用プロジェクトチーム（仮称）の設置

                鷹島神崎遺跡保存活用協議会とまつうら観光物産協会の組織

                事業（実施参考例） 

　　　　　　　　・沈没船のモニタリングと活用

 ・出土遺物の保存処理と活用

 ・史跡の周辺環境や景観の保全と整備

 ・元寇船復元に向けた調査研究の推進

 ・調査成果の発信

 ・元寇船の復元と活用

 ・元寇船を活用した各種ソフト事業

 ・博物館機能を備えた施設の整備等の各種ハード事業

              ○鷹島神崎遺跡保存管理運営協議会（仮称）の設置

　　　　　　　　行政（文化財課）と市民（地元住民・各種団体）と協働による管理組織

 史跡の維持管理

　　　　　　　　・史跡の見廻り、清掃、周辺の除草作業

　　　　　　　　・周辺の植生管理

　　　　　　　　・盗掘対策と見廻り


